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	 2012 年に学校給食での食物アレルギーで死亡事故が起きたことから学校給食においてアレルギー事故への対
応が迫られるようになったが、こうした対応は主に教職員や保護者に求められており、子ども自身が食物アレル
ギー事故から身を守ることへの対策は明確に示されていなかった。そこで、アレルギー疾患全体の罹患率が増え
ていることから、食物アレルギーだけでなくアレルギー全般を取り上げ、アレルギー反応が起きる仕組みやアレ
ルギー反応を起こさない、又、軽減する対処方法を学ぶ授業プログラムを実践した。その結果、アレルギー疾患
やその対処方法を理解するとともに、アレルギー疾患に苦しむ人に配慮する心情を育むことがわかった。 
	 キーワード：アレルギー、食物アレルギー、学校給食アレルギー事故、アナフィラキシーショック、花粉症 
 
 
1. 問題の所在 
 
1.1. 学校給食における食物アレルギーへの対応 
	 平成 24 年 12 月 20 日、東京都調布市立富士見台小学
校 5 年生の女子児童が給食に出たじゃがいものチヂミ
を食べた後、体調を悪くして救急搬送され、その数時間
後に食物アレルギーによるアナフィラキシーショック
によって死亡した1。学校給食により死亡事故が起こる
ことは一般の教員にとっては予期せぬ出来事であり、学
校現場としては大きな驚きを隠せなかった。この事件を
きっかけに各方面で学校給食における食物アレルギー
への対応が迫られるようになった。例えば、千葉県教育
委員会においては小・中学校に向けて平成 25 年 11 月
に「学校給食における食物アレルギー対応の手引き2」
を示した。手引きの内容は次のようになっている。 
	 最初に、学校での食物アレルギーの対応の流れが示さ
れている3。「食物アレルギーに関する調査表4」を活用
して、食物アレルギー疾患を持つ児童生徒を把握すると
ころから始まる。食物アレルギー疾患所持児童生徒につ
いては保護者に対して「学校生活管理指導表5」が配ら
れる。それを医師に記入してもらい、それをもとに学校
側と面接し、対応を決定していくことになっている。 
	 次に、職員に対する食物アレルギーについての理解に
ついて示されている6。これは、食物アレルギーに関す
る基本的な知識理解と日常の対応、緊急時の対応の３つ
に分かれている。特に、緊急時においてはアドレナリン
自己注射薬（エピペン）の使い方が掲載されている。 
	 そして、保護者との面談や食物アレルギーの児童生徒
への学校給食の提供の仕方が示されている7。例えば、
学校給食の原材料を詳細に記載した献立をもとに、学校
給食からアレルギー原因の食品を除外しながら食べる
対応、児童生徒が弁当を持参する対応、給食調理の過程
でアレルギー原因の食材を除いて給食を提供する対応、
アレルギー原因の食品を除かれることによって失われ
た栄養価を、別の食品で補って給食を提供する方法の４
つが掲げられている。 
	 これらの対応を見ると、学校職員や給食調理者、保護
者という大人の対応が示されているのがほとんどで、児
童生徒自身の対応について示されていない。 
ここで、アレルギー反応に対して児童生徒自身の対応
が必要であることを筆者（古谷）の体験について述べて
いくこととする。筆者はそばアレルギーを有している。
自分自身がそばアレルギーであることに気がついたの
は中学生になってからである。当時そばを食べることが
ほとんどなく過ごしており、そばを食べるのは年に 1
回年越しの時期で、それほど多くの量を食べなかったこ
とから少し湿疹が出た程度で親にも伝えることをしな
かった。今でこそそばアレルギーという言葉が知られる
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ようになったが、その当時そばアレルギーという言葉を
知らなかった。しかし、中学生になり、自ら外食する機
会も若干あり、ざるそばを食べたところ、かなりの発疹
ができ、そばアレルギーであることが判明した。高校 3
年生の夏に、誰もいない自宅で空腹を満たすために、イ
ンスタントのそばを食べたところ、首から足まで全身に
ひどい発疹ができ、呼吸困難に陥り、一人で家の中で恐
怖に感じたことを今でも忘れずに覚えている。そばを食
べた理由はもう身体も大きくなったからアレルギーは
出ないだろうと勝手に思い込んでいたからである。また、
アナフィラキシーショックも回数を重ねる方が症状が
重くなることも知らなかったために、中学生の時よりも
高校生の時の方が重い症状になってしまったのであろ
う。いずれにしてもアレルギーの知識がないために起き
た出来事であった。自分自身にこうした恐怖に感じた体
験があるので、料理にそば粉が使われていないかは非常
に敏感である。 
	 重篤なアレルギー疾患を有している児童生徒は中学
卒業までは、このような大人による対応でアレルギー疾
患から守ってもらうことができるであろうが、それ以降
はどうなるのだろうか。アレルギー疾患から自分の身を
自分自身で守ることができるようにしていかなければ
ならないであろう。したがって、学校給食における食物
アレルギーの対応として、アレルギー疾患に対する子ど
もへの理解啓発という視点は必要だと考える。 
	 子どもにおけるアレルギーへの対応について言及し
ているものはないだろうか。調布市立学校児童死亡事故
検証委員会（2013）では、事故防止の提言として以下
のことを述べている8。 
 
情報の共有という点では、同じクラスの児童たち
にも「誰が何の食物アレルギーあるか」「何を食べ
てはいけないのか」という情報を伝えることで、
クラス全体で仲間の命を守る取組みを行って欲し
い。 
 
	 クラス全体で仲間の命を守る取り組みは大事である。
命を守るほど大げさでなくてもアレルギー疾患の大変
さや苦しさを周りの仲間が理解してくれることは安心
して学校生活を送ることにつながっていく。しかし、ク
ラスの中の誰が何のアレルギーがあり、何を食べてはい
けないのかを単に伝えるだけで、アレルギー疾患の大変
さや苦しさを理解することができるのであろうか。アレ
ルギー疾患に対して正しい知識を持ってこそ仲間の命
を守ろうとする意識が生まれるのではないだろうか。	
	 また、学級の誰がどういうアレルギーを有しているの
か情報共有することで食物アレルギーを起こさないよ
うにする対処方法は必要ではあるものの、自分で自分の
身を守るという点において十分であるとはいえないの
ではないだろうか。 
	 文部科学省（2015）は、食物アレルギーを有する児
童生徒及び学級での指導の中で、学校教育全体を通じて
食物アレルギーを有する者への配慮等を含むアレルギ
ーについての基本的な理解を促す指導を行うとしてお
り、その例として「食物アレルギーについての基本的な
理解」を掲げている9。しかし、具体的な指導内容につ
いては示されていない。筆者らが調べた範囲において、
他都道府県においても同様である。 
 
1.2. アレルギー疾患への教育の推進について 
	 2014 年に「アレルギー疾患対策基本法」が制定され
た。同法が生まれた背景には、国民の約 2 人に 1 人が
アレルギー疾患、例えば、気管支ぜん息、花粉症、アト
ピー性皮膚炎、食物アレルギー等に罹患していると言わ
れており、その患者数が増加傾向にあり、重大な問題と
なっていることがある。 
	 筆者が 30 年の教員生活の中で関わってきた子どもに
おいても食物アレルギーだけでなく、様々なアレルギー
に苦しんでいた状況があり、それについて以下に述べる。
例えば、ぜん息が夜発症して眠れず、翌日起きることが
できずに遅刻して登校してきた子どもがいた。また、鼻
水を拭くために机の上にティッシュペーパーの箱を置
かなければならないほどの花粉症を有する子どもがい
た。アトピー性皮膚炎でかゆさのため腕等をかいて皮膚
が真っ赤になっている子どもがいた。正確な人数は記憶
にないが、これらの状況は一人、二人ではなかった。 
当法には、第 7 条において、国民は、アレルギー疾
患に関する正しい知識を持ち、アレルギー疾患の重症化 
の予防及び症状の軽減に必要な注意を払うよう努める
とともに、アレルギー疾患を有する者について正しい理
解を深めるよう努めなければならないこととされてい
る。また、第 14 条においては、国がアレルギー疾患の
重症化の予防・症状の軽減の適切な方法に関する教育の
推進をすることとなっている。	
	 こうしたことから食物アレルギーだけでなく、その他
のアレルギー疾患に対しても正しい知識を持ち、症状の
軽減が少しでもできるようにする教育が必要であろう。	
	 食物アレルギーを含め、アレルギーについて理解する
教育はどのように行われているのだろうか。	
	 小学校学習指導要領体育編及び中学校学習指導要領
保健体育編をみてみよう。直近の 2017 年改訂の当指導
要領の解説ではどちらもアレルギーに関する内容は含
まれていない。したがって、基本的に学校教育の中でア
レルギーに関する授業は行われている可能性は低いと
思われる。	
では、民間企業等が小・中学生がアレルギーについて
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学ぶ教材を提供しているだろうか。2017 年 12 月まで
アナフィラキシー補助治療剤「エピペン」を提供してい
たファイザー製薬株式会社が「アレルギーとは何か」「ア
レルギーのしくみ」「たべものクイズ」等の食物アレル
ギーに関する各々2 分弱の動画を配信していたが授業
の形にまでは至っていなかった。なお、これらの動画は
2018年 1月に配信を停止した10。このようなことから、
現時点でアレルギーを理解することができるような授
業プログラムは見当たらないととらえている。	
したがって、食物アレルギーだけでなく総合的にアレ
ルギー疾患に関する授業プログラムを作成していく必
要があると考える。	
 
2. アレルギー反応やアレルギー疾患の対処方
法を理解するために 
 
2.1. 授業で取り扱うアレルギー疾患について 
児童生徒が様々なアレルギー疾患に対して正しい知
識を持ち、自らが症状の軽減が少しでもできるようにし
ていくためには、アレルギー反応がどのように起こるか
を理解し、それを防ぐ、または、軽減する対処方法を考
えていかなければならないであろう。 
それでは、世の中にはどのようなアレルギー疾患が存
在しているのだろうか。アレルギー疾患の種類について
は表 1 の通りである。 
 
表 1 アレルギー疾患一覧11 
型 疾患名 反応 
Ⅰ
型 
アレルギー性鼻炎、気管支ぜん息、
じんましん・アトピー性皮膚炎、ア
レルギー性結膜炎、食物アレルギ
ー、アナフィラキシー	
即時型 
Ⅱ
型 
自己免疫性容血性貧血、血小板減少
症、顆粒球減少症、新生児容血性黄
疸	
即時型 
Ⅲ
型 
血清病、過敏性肺炎、ループス腎炎
（慢性糸球体腎炎）、全身性エリテ
マトーデス	
即時型 
Ⅳ
型 
接触皮膚炎、結核の空洞形成、橋本
病、ベーチェット病、臓器移植後の
拒絶反応や移植片対宿主病（GVHD）、
ツベルクリン反応	
遅延型 
 
この表から様々なアレルギー疾患があることがわか
るが、一般的に知られているのはⅠ型であり、授業プロ
グラムの中に取り上げるのは、児童生徒にとって身近に
感じることができるⅠ型にしていきたいと考えたい。し
かし、全て扱うとなると、アレルギー疾患の数が多くな
ってしまう。アレルギー疾患の授業を実践するにあたっ
ては現行の学習指導要領内では授業内容から考えると
保健体育か学級活動のいずれかで扱うことになるが、保
健体育については学習指導要領でアレルギーが扱われ
ていないため、学級活動で実施するしかない。そうなる
と、年間 35 時間の学級活動でアレルギー疾患について
3 時間も 4 時間も実施することは実質困難である。した
がって、1 時間を基本に、最大でも 2 時間の授業として
構成していかなければならない。そうなると、扱うこと
ができるアレルギー疾患の数は限られる。 
では、どのアレルギー疾患を扱えばよいのだろうか。 
アレルギー疾患への対処方法によって、授業で扱うア
レルギーを決めることが考えられる。 
アレルギー反応を引き出す原因物質をアレルゲンと
いうが、食物アレルギーであれば食べ物がアレルゲンに
なっているので、これを自らの体内に取り込まないよう
にすればいいわけである。例えば、そばアレルギーなら
ばそばを口にしなければよいのである。 
しかし、花粉アレルギーはそうはいかない。アレルゲ
ンが花粉なので、ごく小さな粒子であることから体内へ
の侵入を完全に防ぐことは大変困難である。そうなると
いかに花粉の体内への侵入を抑えるかが花粉アレルギ
ーの症状を和らげる鍵となる。 
このように、食物アレルギーや花粉アレルギーはいず
れも口、鼻等と侵入経路が体の内部につながっている。 
しかし、アレルギーの中で口や鼻のように体内にアレ
ルゲンが直接入らなくてもアレルギーになるものがあ
る。例えば、金属アレルギーである。アレルゲンとなる
金属が皮膚に接触することにより、アレルギー反応が起
こる。 
このように、アレルゲンを食べたり、吸い込んだり、
触れたりと体内に侵入する経路が異なるアレルギー疾
患を扱えば、児童生徒もそれぞれの侵入経路に応じた対
処方法を考えやすいと思われる。 
	 また、アレルギー疾患の罹患率を見てみると、海老澤
（2016）によると、平成 25 年度の調査においてアレル
ギー性鼻炎の罹患率が最も多く 12.8％、続いてぜん息
5.8％、アレルギー性結膜炎 5.5％、アトピー性皮膚炎
4.9％、食物アレルギー4.5％、アナフィラキシー0.48％
となっている12。このデータから考えても、アレルギー
性鼻炎、いわゆる花粉症は一番多いので扱う必要がある
だろう。ぜん息から食物アレルギーはほぼ同じような罹
患率になっているが、学校給食の関係から食物アレルギ
ーは扱う必要があるだろう。そして、アレルゲンの体内
への侵入経路から考えると金属アレルギーを候補に挙
げられる。したがって、授業で扱うアレルギーは、花粉
アレルギー、食物アレルギー、金属アレルギーとした。 
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2.2. アレルギー反応が起こる仕組みについて 
	 そもそもアレルギー疾患になるのは身体の中でアレ
ルギー反応が起きるからである。食物アレルギーであろ
うと花粉アレルギーであろうと、アレルギー反応が起き
る仕組みそのものは似ている。身体の中にアレルゲンが
取り込まれることでアレルギー反応を起こす。ここを理
解することが、アレルギー疾患を起こさないようにする
ための対処方法につながる。 
文部科学省が 2006 年から開始した「早寝早起き朝ご
はん国民運動」において、「朝ごはんを食べると学力が
上がる」「朝ごはんを食べると元気になる」といったこ
とが取り上げられ、朝ごはん摂取が重要であるというこ
とはよく知られるようになった。しかし、朝ごはんを食
べると学力や健康の向上にどのようにつながっていく
のかを理解するところまでは至っていない。そこで、古
谷（2009）が科学的な根拠をもとに朝ごはん授業プロ
グラムを開発、実践した13。例えば、唯一脳を動かすエ
ネルギーになり得るのが、炭水化物が変化したブドウ糖
であり、朝ごはんを食べることによって脳を働かせると
いうことを授業の中で扱い、朝ごはんの重要性を理解す
ることができた。 
	 このように、アレルギー反応についてもアレルゲンが
体内に入ってきたときにどのようなことが身体の中で
起きているのかがわかることで、アレルギー疾患への関
心が高まり、対処方法も考えようとするのではないかと
思われる。 
	 アレルギー反応は、異物を排除しようとする免疫反応
の一種である。人間の体内には、細菌やウイルスが体内
に侵入すると、白血球が有害な異物であると判断して細
菌やウイルスを攻撃して退治するという免疫の仕組み
がある。例えば、インフルエンザウイルスが侵入したと
すれば、これを攻撃して退治する過程の中で熱が出ると
言われている。 
この仕組みが時としてアレルギー反応を引き起こし
てしまう。例えば、大抵の人間にとって卵は有害な異物
ではない。したがって、卵が人間の体内に入ったとして
も異物であるとは判断せず、卵を攻撃して退治しようと
はしない。しかし、人によっては卵がアレルゲンとなっ
ている場合があることから卵が体内に入ると有害と判
断して攻撃して退治しようとする。インフルエンザであ
れば発熱するが、卵であれば皮膚に湿疹ができるという
反応の仕方をする。また、花粉がアレルゲンになってい
る人間はくしゃみや鼻水という反応の仕方をする。ここ
で重要なことはアレルギー反応を起こす人もいれば起
こさない人もおり、しかも、アレルギー反応を起こすと
いっても人間によってアレルゲンが異なるということ
である。 
	 この仕組みの説明には白血球が出てくるが、実際に詳
しく説明しようとすると免疫、T 細胞、B 細胞、lgE 抗
体といった専門用語も出てくる。しかし、小学生にとっ
ては高学年といえども白血球が理科の学習で登場する
くらいである。したがって、アレルギー反応を小学生以
上に理解させるためには、こうした専門用語を排除した
中で、アレルギー反応の仕組みをある程度理解させる必
要がある。そこで、体内に入ってくる有害な異物への反
応とアレルゲンの反応をアニメーションで表現し、小学
生にも親しみながらアレルギーの仕組みを簡単に理解
できるように考えた。 
まず、有害な異物への反応については、人体において
異物である場合には誰もが排除することがわかるよう
に表現することとした。そこで、図 1 のように白血球
を体の中をパトロールする細胞としてアニメ化し、ウイ
ルスが体内に入ってくるようにして、その際にパトロー
ルする細胞がウイルスに気づくように表現した。 
 
図 1 体内をパトロールする細胞がウイルスを発見する
画像 
 
図 2 においては、ウイルスが入ってきたときに異物
と認識して、持っている警棒のようなものでウイルスを
退治するように表現することとした。 
	  
図 2 パトロールする細胞がウイルスを退治する画像 
 
	 次に、アレルゲンが体内に侵入した場合であるが、人
によって異なることがわかるようにしなければならな
い。例えば、カニアレルギーの場合、ある人はカニが入
ってきても何も反応しないが、別の人が、カニが入って
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きた場合にはカニを異物と認識して退治しようとする
ように表現する必要がある。 
	 したがって、図 3 においてはカニが体内に侵入して
きた場合に、何も反応していないことがわかるように、
パトロールする細胞の顔をニコッとした表現にしてカ
ニが通り過ぎるように表現した。 
 
図 3 カニが体内に侵入してもパトロールする細胞が反
応しない画像 
 
図 4 においては、その逆にカニアレルギーの場合に
はパトロールする細胞の顔を怒った顔にするとともに、
警棒でカニを蹴散らすようにしてカニを退治するよう
表現することとした。 
 
図 4 パトロールする細胞がカニを退治する画像 
 
	 この他にも花粉アレルギーを取り上げ、花粉が体内に
侵入したときの体内での反応を表現することにし、アレ
ルギー反応の仕組みについて、小学生にもわかるように
表現していくこととした。 
 
2.3. アレルギー反応への対処方法について 
	 先にも述べたが、アレルギー疾患の対処方法について
は、アレルギー疾患ごとに異なる。したがって、各々の
特徴にしたがって、また、小学生でも理解できる対処方
法について取り上げていくこととする。 
(1)食物アレルギー 
	 食物アレルギーはアレルゲンとなる食物を体内に入
れなければよいのだが、対処方法は簡単なものではない。
例えば、卵であれば卵そのものが目の前にあれば卵アレ
ルギーを有している人は口にはしないだろう。しかし、
それが料理や加工食品の中に含まれて、見た目にわから
ない状態になっていると口にする可能性が出てくる。 
	 そこで、食物アレルギーとはどういうものか理解させ
る中で、料理や加工食品に含まれるアレルゲンについて
も考えさせていきたい。例えば、お菓子のパッケージを
示して、その中にどのような食材が含まれているかを見
つけさせ、そこからアレルギー反応を防ぐ方法を考えさ
せていくこととする。	
(2)花粉アレルギー 
	 花粉アレルギーは、スギの花粉等のアレルゲンの体内
侵入を防ぐことが対処方法となるが、一般的にはマスク
の着用が知られている。最近では花粉症専用のマスクも
販売されている。また、口や鼻と目がつながっているこ
とから、花粉侵入を防ぐ眼鏡も販売されている。小学生
においてはこうした市販の身につける物による対策が
考えられる。なお、これらは主に外出時での対策となる
が、住居内でも花粉によるアレルギー反応が起こる場合
がある。なぜ起きるのかを考えさせる中で、花粉アレル
ギーを防ぐ上で住居内に花粉を持ち込まない方法につ
いても考えさせていくこととする。	
(3)金属アレルギー 
	 金属アレルギーは、肌につけた金属と汗などの体液が
触れることで金属がイオン化し、それがアレルゲンとな
って起きるものである。したがって、金属に触れないこ
とが対処方法として考えられる。それ以外については医
療的になるため小学生には理解が難しいことから単純
に触れないことのみを取り上げていくこととする。	
	  
3. アレルギー疾患に関する授業プログラムに
ついて 
 
	 アレルギー疾患とはどうして起こるのかやそれを防
ぐための方法を理解できるようにするとともに、アレル
ギー疾患を有する人への思いやりを持つことが、自ら、
また、アレルギー疾患を有する人たちの身を助けること
につながることから、アレルギー疾患に関する授業にお
いては以下の３つをねらいとした。 
A：アレルギーの仕組みを科学的な根拠をもとにして理
解することができる。 
B：アレルギー反応が起きない、また、軽減できるよう
な適切な対処方法について考えることができる。 
C：アレルギー症状を有する人の大変さを理解し、相手
を思いやろうとすることができる。 
	 A のねらいについては、人によってアレルゲンが異な
るので、アレルゲンが侵入しても人によって反応が異な
ることを理解できればねらいを達成したと考える。B の
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ねらいについては、アレルゲンが体内に侵入しないよう
にすることが理解できればねらいを達成したと考える。
それに加えて、アレルゲンがあるかどうかが判明しづら
い状況のときの対処方法まで考えが至れば、ねらいを十
分に達成したと考える。C のねらいについては、アレル
ギー症状を有する人の立場を理解して行動するような
発言や感想があればねらいを十分に達成したと考える。 
こうしたねらいを達成させるためには、体験的に学ぶ
ことができれば実感を伴って理解することにつながる
が、それは困難なことであると考える。また、アレルギ
ー疾患を現在有している子どもであれば興味関心を持
って参加することができるであろうが、そうでなければ
他人事のようにとらえてしまう可能性がある。 
	 そこで、ねらいを達成するために児童生徒が興味関心
を持ち、主体的に学習に取り組むことができるように以
下のように工夫していきたい。 
(1)授業の導入 
「今日はアレルギーについて考えていきましょう。」
といきなり子どもたちに投げかけるのではなく、「おや、
何だろう。」と子どもたちの興味関心が向くようにして
からアレルギーの学習につなげていくようにして動機
付けを図っていくようにした。そのため、子どもが主人
公として登場するストーリー仕立てのアニメーション
で導入するようにした。「おや、何だろう。」と思わせる
ために、贈り物をするのが好きな主人公がお姉さん、お
じさん、お母さんにプレゼントをあげるという設定にし
た。お姉さんには金属のネックレス、おじさんにはカニ、
お母さんにはススキをプレゼントとして渡そうとする
が断られる。断られる理由に共通することは何かを考え
させ、ヒントを与えながらアレルギーであることに気づ
かせる。そして、本時はアレルギーについて学ぶことを
つかませ、授業の内容に入っていくこととする。 
(2)アレルギーの説明 
	 筆者らの経験上、アレルギーという言葉は教室でも耳
にすることが多いので、比較的子どもたちはアレルギー
がどういうものかを知っている割合は多いと思われる。
とはいえ、全ての子どもがアレルギーを知っているとは
限らないので、金属のネックレス、カニ、ススキの花粉
が原因で起こるアレルギーをそれぞれ金属アレルギー、
食物アレルギー、花粉アレルギーであることに触れ、本
時で扱うアレルギーについて共通認識できるようにす
る。 
	 次に、アレルギーが起きる仕組みについて説明する。
仕組みの説明の仕方については先に述べたが、有害な細
菌やウイルスは全員が共通して退治しようとするが、カ
ニや花粉によるアレルギー反応の場合、カニが体内に入
ってくると有害だと判断して退治しようとするが、こう
したアレルギー反応がない人の場合は体内に入っても
何にも反応がない。アレルギー反応とはそういう仕組み
であることを、アニメーションを用いて理解させていく。 
(3)アレルギーの対処方法を考える（その１） 
	 お姉さんもおじさんもお母さん 3 名共に、アレルギ
ー反応を起こすプレゼントを断ったように日頃から気
をつけていることを取り上げて、金属アレルギー、食物
アレルギー、花粉アレルギーが起きないようにするため
にどのような方法をとればよいかを投げかけ、少人数の
グループで意見を出し合う活動を取り入れる。 
	 アレルギー疾患は今現在有していなくても、いつ罹患
するかはわからない。アレルギー専門医の聞き取りによ
ると、アレルギー物質が体内の中である一定量を超える
とアレルギー疾患に罹患してしまうということであっ
た14。例えば、大人になってから花粉症になる人は体内
に花粉がたまり、それが一定量を超えてしまうと、急に
アレルギー疾患になってしまうそうなのである。したが
って、各々のアレルギーについて対処方法を考えておく
ことは子どもたちが今後生きていく中で大事なことで
あると考える。 
(4)アレルギーの対処方法を考える（その２） 
	 図 5 はカニアレルギーを有しているおじさんがせん
べいを食べ、アレルギー反応が出てしまった場面である。 
 
図 5 カニアレルギーのおじさんが煎餅を食べてアレル
ギー反応が出てしまった場面 
 
	 カニと煎餅は通常関係が無いのにも関わらず、どうし
てアレルギー反応が出てしまったかを考えさせる活動
を取り入れる。これは煎餅の中にカニのエキスが含まれ
ていたためであるが、この活動の中で、加工食品の場合
アレルゲンが含まれていないかを、パッケージを見てい
かなければならないことに気づかせていくようにする。 
	 また、花粉については、家の中で窓を閉めて花粉がは
いらないようにしているのに図 6 のようにどうしてお
母さんが花粉アレルギーを発症してしまったのかを考
えさせる活動を取り入れる。 
これはお父さんが洗濯物を外で干したために花粉が
洗濯物に付着してしまったことが原因である。家の中で
花粉が入らないようにしても、戸外で服や帽子に付着し
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た花粉に気をつける必要があることに気づかせていく
ようにする。 
 
図 6 花粉アレルギーのお母さんが家の中でアレルギー
反応が出てしまった場面 
 
 (5)アレルギー疾患の対策の現状 
	 最後に、世の中ではアレルギー疾患に苦しむ人たちに
対して、様々な立場でアレルギー反応への対処方法が考
え出されていることを紹介する。 
食物アレルギーについては、医療機関でアレルゲンを
極少量ずつ食べさせることにアレルギー反応が起きな
いようにする治療が行われていることを取り上げる。花
粉アレルギーについては、マスクだけでなく塗り薬や花
粉カット眼鏡を紹介し、様々な開発がなされていること
を取り上げる。 
 
4. 授業の実際 
 
検証授業については千葉県富里市内の A 小学校 1 学
級で筆者（古谷）が実施した。千葉県大網白里市内の
B 中学校 4 学級においては当校養護教諭が実施した。	
・単元名：「アレルギーはなぜ起きるの」	
・教科名：学級活動	
・学年：小学 6 年生（20 名）、中学 1 年生（132 名）	
・時間：小学 6 年生（60 分）、中学 1 年生（50 分）	
・実施時期：2017 年 2 月	
【授業展開】	
（T は教員の発言、C は子どもの発言、○は教員の行
動を表す。）	
(1)アニメーションを視聴する。 
○プレゼント好きの主人公が 3 人にそれぞれプレゼン
トする動画であることを予告してからアニメーション
を視聴させ、子どもたちに質問する。	
T：3 人ともプレゼントを受け取ってくれなかったのは
「ある共通した理由」からなのですが、何だと思います
か。ヒントは 5 文字です。	
C：あっ、アレルギーだ。	
T：さすが、その通りです。今日はアレルギーについて
勉強していきましょう。ところで、アレルギーとは簡単
に言うとどういうものですか。	
C：食べ物で全身にボツボツができたり、花粉でくしゃ
みがとまらなくなったりするというものです。	
T：お姉さんやおじさん、お母さんは何アレルギーだと
思いますか？	
C：お姉さんはネックレスアレルギーで、おじさんはカ
ニアレルギーで、お母さんは花粉アレルギーかな。	
C：ネックレスをかけるとアレルギーになるの？	
T：お姉さんはネックレスというよりも金属のアレルギ
ーなのです。カニや花粉のように身体の中に直接入らな
くても肌に触れることでアレルギーになる人もいるの
です。	
(2)アレルギーの仕組みを知る。	
T：世の中にはいろいろなアレルギーがあり、アレルギ
ーになる人もいればならない人もいますが、そもそもア
レルギーはどうやって起きるのだと思いますか？	
C：（無言になり、周りを見渡しながら、首をかしげる。）	
T：それでは、アレルギーがどうして起きるのかをわか
りやすく解説してくれているアニメーションがあるの
で見てみましょう。	
○アレルギーの仕組みに関するアニメーションを視聴
させた後、子どもたちに質問した。	
T：風邪やインフルエンザとかのウイルスが身体の中に
入ってきたら、身体の中ではどのようなことが起きてい
ましたか。	
C：身体の中の細胞がやっつけていた。	
T：そうですね。誰もがウイルスを退治していました。
カニや花粉が身体の中に入ってきた時はどうでしたか。	
C：花粉が入ってきても何もならない場合もあったけど、
花粉を細胞が退治してくしゃみが出る場合もあった。	
(3)アレルギーを起きないようにする方法を考える。	
T：おじさんもお母さんもお姉さんもそれぞれアレルギ
ーを持っているけど、プレゼントを断ったりしてアレル
ギーが起きないように工夫していました。普段からこの
3 人はアレルギーが起きないようにするために、どのよ
うな工夫をしていると思いますか。 
○学習用ワークシートを配布する。 
T：今、一人一人に配りましたワークシート（図 7）を
見てみましょう。 
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図 7 児童生徒用ワークシート 
 
T：金属アレルギー、食物アレルギー、花粉アレルギー
それぞれについて起きないようにする工夫を一人一人
が考えて、ワークシートに書きましょう。 
○一人一人が書き終えたのを見計らって、グループごと
に話し合いを始めるよう勧める。 
T：一人一人が考えた内容をグループの中で発表し合い
ましょう。そして、それぞれのアレルギーが起きないよ
うにする工夫についてまとまったら、ホワイトボードに
書いて、黒板の前まで持ってきましょう。 
○図 8 のように、各グループがホワイトボードを貼り
終えたら学級全体で金属アレルギー、食物アレルギー、
花粉アレルギーの順番で、アレルギー反応への対処方法
について検討を行う。 
 
 
図 8 短冊状のホワイトボードを黒板に貼った様子 
 
○金属アレルギーが起きないようにする工夫を学級全
体で検討する。 
（各グループから出された金属アレルギーが起きない
ようにする工夫） 
・1 班「金属にふれないようにする（身につけない）」
「手袋などをする」 
・2 班「直接ふれないようにスリッパ・手袋をつける」
「金属になるべくふれないようにする」 
・3 班「金属のものはつけないようにする」「金属を使
っているものは使わないようにする」 
・4 班「金属にふれないようにする（手袋をつける）」
「タートルネックをつけてから身につける」 
・5 班「金属にさわらない（身につけない）ようにする」
「服とか手袋の上からネックレスとかをする」 
T：黒板に貼られた金属アレルギーが起きない工夫を見
てみましょう。金属アレルギーにならない工夫をまとめ
ると、どんなことが言えますか。	
C：金属アレルギーに共通しているのは「金属に触らな
い」ことだと思います。	
T：アレルギーの原因となる金属に触らないということ
ですね。金属だけでなく、ゴム手袋のような科学繊維で
アレルギーになる人もいるのですよ。	
○カニアレルギーが起きないようにする工夫を学級全
体で検討する。 
（各グループから出されたカニアレルギーが起きない
ようにする工夫） 
・1 班「食べないようにする」「食べ物に気をつける（カ
ニがふくまれている物）」 
・2 班「食べない・さわらない」「アレルギーの無い家
族や親せきにカニをあげる」 
・3 班「レストランなどをさける」「カニが入っている
料理などを食べない」 
・4 班「カニを食べないようにする」「カニが入ってい
ないか調べてから買う」 
・5 班「カニ料理を食べないようにする」「カニを食べ
ないようにする」 
T：カニアレルギーが起きないようにする工夫はどうで
しょうか。 
C：カニアレルギーは、カニやカニが入っている物を食
べないことだと思います。 
T：おじさんは、みんなが考えてくれたようなカニアレ
ルギーにならない工夫をしてきたはずなのですが、カニ
アレルギーになってしまうという事件が起きました。そ
の様子を見てみましょう。	
○アニメで、再度おじさんが登場し、せんべいを食べて
カニアレルギーになるシーンを映し出た後、せんべい
（詰合せ）の袋の実物を出して、子どもたちに見せる。	
T：（袋を見ながら）このせんべいを食べて、おじさん
はカニアレルギーが出たのですが、カニなんて入ってな
さそうですね。	
C：せんべいの中のどこかにカニが入っているのだと思
います。	
T：カニが入っているかはどうしたらわかりますか。	
C：袋のパッケージの裏側に書いてあるんじゃないかな。	
○せんべいのパッケージの裏側の原材料名が書かれて
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いるところを見せる。 
T：裏側を見ると、「かに」って小さく書いてあります
ね。カニそのものでなくても、加工された食べ物の中に
はカニが入っているものがありますね。	
C：カニクリームコロッケも実際に食べてみないとわか
らないよ。	
	
	
図 9 カニが入っていることが示されているせんべいの
パッケージ	
	
T：カニアレルギーのように食べ物のアレルギーを「食
物アレルギー」といいます。食物アレルギーにはどんな
種類があるか知っていますか。	
C：卵アレルギーとか牛乳アレルギーとか。	
T：その通りです。卵や牛乳がありますね。その他にも、
小麦やそば、ピーナッツ、えびなど様々です。	
○花粉アレルギーが起きない工夫を学級全体で検討す
る。 
（各グループから出された花粉アレルギーが起きない
ようにする工夫） 
・1 班「花粉のあるところに行かない」「マスクをする」 
・2 班「外出するときは、車。メガネをつける」「外出
する時はマスクをする」 
・3 班「外へ出るときはマスクをする」「花粉症用の薬
を飲む」 
・4 班「花粉症用のメガネ・マスクを着用する」「家の
中になるべく花を置かない」 
・5 班「マスクや花粉症のメガネをする」「アレルギー
がある植物には近づかない」 
T：花粉アレルギーが起きないようにする工夫ではどん
なことが言えますか。 
C：花粉アレルギーは、花粉を口や鼻から入らないよう
にすることだと思います。 
T：花粉アレルギーのことを世の中では花粉症と言いま
すが、花粉が鼻から入るとくしゃみが止まらないなんて
人がいるでしょう。みんなの中にもいるのではないです
か。（花粉症の子どもたちが大きくうなずく）花粉が入
らないようにするためにどんな工夫がありますか。 
C：マスクをかければいいと思います。 
T：今は花粉症専用のマスクも売っていますね。だけど、
花粉症の人でこうしたマスクをしていてもくしゃみや
鼻水が止まらなくなるなんてことはありませんか。	
C：（花粉症の生徒）マスクをしていているからといっ
て、くしゃみや鼻水が出ないなんてことはないよ。	
T：実は、目は鼻と口とつながっています。マスクで鼻
や口を覆うことができますが、目は覆うことができませ
ん。だから、花粉が目から入って鼻や口に行って、くし
ゃみや鼻水が止まらないことがあります。今では花粉が
眼に入らないよう花粉をカットする眼鏡もあります。	
	 眼が鼻や口とつながっている画像を見せて、眼から花
粉が入らないようにすることも花粉症対策の一つであ
ることを説明する。そして、花粉症専用のマスクや花粉
カット眼鏡を数名の子どもにかけさせる。	
○本時の授業のまとめをする。 
T：アレルギーの授業は初めてだったと思いますが、ど
のような感想をもちましたか。 
C：花粉に反応する人もいれば、カニに反応する人もい
るし、その反対で何も反応しない人がいる。人の身体っ
て不思議だなと思いました。	
	 最後に、３つの話をして授業を締めくくる。	
・アレルギーの中には命に危険を及ぼすものがあるから
気をつけなければならない。	
・もしも不安な場合は病院で調べてもらったり、苦しい
ときには薬をもらったりするのもよい。	
・マスクや眼鏡を開発したり、卵アレルギーの人が卵を
食べられるように治療方法を生み出したりと、世の中に
はアレルギーに苦しんでいる人たちのために努力して
いる人がいる。 
○授業アンケートを配布し、記入するよう指示する。 
	 子ども一人一人にアンケート用紙を配布する。アンケ
ートの内容は以下の３つである。 
・今日の授業で思ったことや考えたこと、感じたことを
書きましょう。 
・あなたが食物アレルギーになったら、アレルギーが起
きないようにどのようにしますか。 
・あなたが花粉アレルギーになったら、アレルギーが起
きないようにどのようにしますか。 
 
5. 授業の考察及び成果と課題 
 
	 授業の終末に子どもたちが書いたアンケートの内容
や授業の様子から先に示した３つのねらいについて考
察する。 
A の科学的な根拠によるアレルギーの仕組みの理解
については、98％の児童生徒が「アレルギー反応を起
こす食べ物を食べない」といったように、アレルゲンが
体内に侵入することで食物アレルギーが起きるという
アレルギー疾患への理解・対処方法に関する授業プログラムの開発 
 
 50 
ことを理解しており、他のアレルギーについても同様の
記述があり、理解しているととらえた。授業中のグルー
プでの話し合いにおいてもこのことを理解している発
言が多く見られた。こうしたことからねらいを達成した
と考える。ただし、「体内で取り組む」「皮膚で取り込む」
「細胞が勘違いする」「免疫反応がある」というような
アレルギー反応における内部の仕組みに関する記述は
約 10％しかない。仕組みについての理解を尋ねれば割
合は高くなるであろうが、子どもたちの記述に仕組みへ
の言及が少ないということはそれほど関心が持てなか
ったのかもしれない。アレルギー反応が起こる仕組みが
子どもたちに印象に残るように動機付けも含めプログ
ラムの修正が必要であろう。 
B のアレルギー反応に対する適切な対処方法の理解
については、単に体内に侵入されないようにする方法に
ついてはほぼ全員が理解できていた。また、加工食品に
含まれたり、洗濯物に付着したりするアレルゲンに対し
て、「加工食品のパッケージを見て確認する」「服をはた
く等の行為で家の中に花粉を持ち込まない」といったと
ころまで対処方法を考えた児童生徒は、食物アレルギー
に関しては 60％強、花粉アレルギーに関しては 50％弱
であった。十分にねらいを達成している児童生徒が半数
はいることがわかった。食物アレルギーと花粉アレルギ
ーでねらいの達成度に少し開きがあるのは食物アレル
ギーではせんべいの実物のパッケージを授業の中に持
ち込んだことで子どもたちにインパクトを与えたこと
が大きかったのではないかと考える。花粉アレルギーへ
の対処方法についても、花粉を持ち込まないことや花粉
に近づかないことを直接体験できたり、映像で見ること
ができたりするような教材を用意する必要があるので
はないかと考える。 
C のアレルギー症状を有する人へ思いやる態度につ
いては、「アレルギーをもつ人が近くにいる場合には気
を配る」「アレルギーの大変さが理解できた」というよ
うな他人への関心があると思われる記述が 50％を超え
ており、本授業プログラムで様々なアレルギー疾患をと
りあげ、それぞれの苦労を知ることで関心が高まったの
ではないかと考える。学級の中の約半数が調布市のアレ
ルギー事故の検証委員会の提言にある「クラス全体で仲
間の命を守ること」の意識を持つことができたととらえ
れば事故を防ぐことにつながるのでねらいを達成した
いえるのではないだろうか。 
	 このような考察から本授業プログラムはアレルギー
疾患についての理解を進め、かつ、アレルギー疾患をも
つ他人への関心を高めることができるものであると考
えるが、今後も本授業プログラムの改良が必要である。 
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